
(57)【要約】

【課題】部品点数の増大を未然に回避すると共に、指向

性パターンの最大利得角度を自在に制御する。

【解決手段】アンテナ装置１において、放射素子２とア

ンテナグランド４とを元々は両者の間で電気力線を通し

易くして装置自体の小型化に寄与することを目的として

配置された誘電体３で保持し、放射素子２とアンテナグ

ランド４とが回路基板５に対して所定の傾斜角度を有す

る構成とした。放射素子２をアンテナ台座やブラケット

で保持する従来のものとは異なって、部品点数の増大を

未然に回避できると共に、傾斜角度θを任意に制御する

ことにより、装置自体が大型化することなく、指向性パ

ターンの最大利得角度を自在に制御できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
放 射 素 子 と ア ン テ ナ グ ラ ン ド と の 間 に 誘 電 体 が 介 在 さ れ て な る ア ン テ ナ 装 置 で あ っ て 、
前 記 放 射 素 子 と 前 記 ア ン テ ナ グ ラ ン ド と を 回 路 基 板 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 角 度 を 有 す る よ う
に 前 記 誘 電 体 で 保 持 し た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
前 記 誘 電 体 を 樹 脂 か ら 構 成 し 、 前 記 ア ン テ ナ グ ラ ン ド を 前 記 樹 脂 に イ ン サ ー ト 成 型 し た こ
と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
他 の 放 射 素 子 を 一 体 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
前 記 放 射 素 子 と 前 記 他 の 放 射 素 子 と を 隣 接 し て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
前 記 他 の 放 射 素 子 に 中 空 部 を 形 成 し 、 前 記 放 射 素 子 を 前 記 他 の 放 射 素 子 に お け る 前 記 中 空
部 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
前 記 放 射 素 子 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と
す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 放 射 素 子 と ア ン テ ナ グ ラ ン ド と の 間 に 誘 電 体 が 介 在 さ れ て な る ア ン テ ナ 装 置 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 放 射 素 子 を 回 路 基 板 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 角 度 を 有 す る よ う に 搭 載 し た 構 成 が あ
る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ １ ３ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ９ ６ ７ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 し た 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 し た も の で は 、 放 射 素 子 を ア ン テ ナ 台 座 や
ブ ラ ケ ッ ト で 保 持 す る 構 成 で あ る の で 、 ア ン テ ナ 台 座 や ブ ラ ケ ッ ト を 用 い る 分 、 部 品 点 数
が 増 大 し 、 取 付 作 業 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利 得
角 度 を マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ に よ り 制 御 し よ う と す る と 、 ア レ イ ア ン テ ナ に す る 必
要 が あ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 部 品 点 数 が 増 大 す る
こ と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す る こ と が で き 、 し か も 、 装 置 自 体 が 大 型
化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る ア ン テ ナ
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 放 射 素 子 と ア ン テ ナ グ ラ ン ド と を 元 々 は 両 者
の 間 で 電 気 力 線 を 通 し 易 く し て 装 置 自 体 の 小 型 化 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 配 置 さ れ た
誘 電 体 で 保 持 し 、 放 射 素 子 と ア ン テ ナ グ ラ ン ド と が 回 路 基 板 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 角 度 を 有
す る 構 成 と し た の で 、 放 射 素 子 を ア ン テ ナ 台 座 や ブ ラ ケ ッ ト で 保 持 す る 従 来 の も の と は 異
な っ て 、 ア ン テ ナ 台 座 や ブ ラ ケ ッ ト を 不 要 と す る こ と が で き る 分 、 部 品 点 数 が 増 大 す る こ
と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の と き 、 所 定
の 傾 斜 角 度 を 任 意 に 制 御 す る こ と に よ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー
ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 誘 電 体 を 樹 脂 か ら 構 成 し 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド
を 樹 脂 に イ ン サ ー ト 成 型 す る 構 成 と し た の で 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド を イ ン サ ー ト 成 型 に よ り
誘 電 体 に 適 切 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 記 載 し た ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 他 の 放 射 素 子 を 一 体 に 備 え る 構 成 と し た の で
、 ア ン テ ナ 装 置 を 多 機 能 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 例 ）
以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 ア ン テ ナ 装 置 １ の 縦 断 側 面 図 を 示 し て い る 。 ア ン テ ナ 装 置 １ に お い て 、 放 射 素 子
２ は 、 面 状 に 形 成 さ れ て お り 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る も の で あ り
、 樹 脂 か ら な る 誘 電 体 ３ の 傾 斜 面 ３ ａ に 取 付 け ら れ て い る 。 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 イ ン
サ ー ト 成 型 さ れ て 誘 電 体 ３ に 内 蔵 さ れ て お り 、 放 射 素 子 ２ と 略 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 こ
の よ う な 構 成 に よ り 、 こ れ ら 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 回 路 基 板 ５ に 対 し
て 傾 斜 角 度 θ （ 本 発 明 で い う 所 定 の 傾 斜 角 度 ） を 有 す る よ う に 誘 電 体 ３ で 保 持 さ れ て い る
。 尚 、 誘 電 体 ３ は 、 元 々 は 放 射 素 子 ２ と ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と の 間 で 電 気 力 線 を 通 し 易 く
し て 装 置 自 体 の 小 型 化 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 、 放 射 素 子 ２ と ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と
の 間 に 介 在 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
回 路 基 板 ５ は 、 そ の 表 面 ５ ａ に 回 路 基 板 グ ラ ン ド ６ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 そ の 裏 面 ５
ｂ に も 回 路 基 板 グ ラ ン ド ７ が 形 成 さ れ て お り 、 各 種 の 電 子 部 品 （ 図 示 せ ず ） を 実 装 し て 構
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 放 射 素 子 ２ に 電 力 を 供 給 す る た め の 給 電 ピ ン ８ は 、 回 路 基 板 ５ に
形 成 さ れ た 貫 通 穴 ５ ｃ を 貫 通 し 、 そ の 端 部 ８ ａ が 回 路 基 板 ５ の 裏 面 ５ ｂ で は ん だ ９ に よ り
導 体 パ タ ー ン １ ０ に は ん だ 付 け さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 場 合 は 、 ア ン テ ナ 装 置 １ を 以 下 の 手 順 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 放 射
素 子 ２ と 給 電 ピ ン ８ と を 接 続 し 、 給 電 ピ ン ８ が 接 続 さ れ た 放 射 素 子 ２ と ア ン テ ナ グ ラ ン ド
４ と を 誘 電 体 ３ に 一 体 化 し 、 給 電 ピ ン ８ を 回 路 基 板 ５ の 貫 通 穴 ５ ｃ に 貫 通 さ せ 、 放 射 素 子
２ と ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と が 一 体 化 さ れ た 誘 電 体 ３ を 回 路 基 板 ５ 上 に 配 置 し 、 給 電 ピ ン ８
を 回 路 基 板 ５ の 導 体 パ タ ー ン １ ０ に は ん だ 付 け す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ 装 置 １ を 製 造 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ で 、 図 ２ は 、 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ
と 、 実 際 に 指 向 性 パ タ ー ン の 利 得 が 最 大 と な る 角 度 を 示 す 最 大 利 得 角 度 と の 関 係 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 発 明 者 ら は 、 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド
４ の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ を 略 ２ ０ 度 に 設 定 し た と き に 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大
利 得 角 度 が １ ０ 度 付 近 に な る こ と を 確 認 し 、 ま た 、 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４
の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ を 略 ３ ０ 度 に 設 定 し た と き に 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利
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得 角 度 が ２ ５ 度 付 近 に な る こ と を 確 認 し 、 さ ら に 、 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４
の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ を 略 ４ ０ 度 に 設 定 し た と き に 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利
得 角 度 が ５ ４ 度 付 近 に な る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ に よ り 、 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角 度 θ を 任
意 に 設 定 す る こ と に よ り 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る
。 つ ま り 、 こ の 場 合 の よ う に 、 放 射 素 子 ２ が Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す
る も の で あ れ ば 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利 得 角 度 が 路 側 に 設 置 さ れ て い る 路 側 ア ン テ ナ の
方 向 に 一 致 す る よ う に 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ の 回 路 基 板 ５ に 対 す る 傾 斜 角
度 θ を 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 と 路 側 ア ン テ ナ と の 間 で Ｅ Ｔ Ｃ 無 線 通 信 を 適 切
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 第 １ 実 施 例 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 装 置 １ に お い て 、 放 射 素 子 ２ と ア ン
テ ナ グ ラ ン ド ４ と を 元 々 は 両 者 の 間 で 電 気 力 線 を 通 し 易 く し て 装 置 自 体 の 小 型 化 に 寄 与 す
る こ と を 目 的 と し て 配 置 さ れ た 誘 電 体 ３ で 保 持 し 、 放 射 素 子 ２ と ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と が
回 路 基 板 ５ に 対 し て 所 定 の 傾 斜 角 度 を 有 す る 構 成 と し た の で 、 放 射 素 子 ２ を ア ン テ ナ 台 座
や ブ ラ ケ ッ ト で 保 持 す る 従 来 の も の と は 異 な っ て 、 ア ン テ ナ 台 座 や ブ ラ ケ ッ ト を 不 要 と す
る こ と が で き る 分 、 部 品 点 数 が 増 大 す る こ と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す
る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の と き 、 傾 斜 角 度 θ を 任 意 に 制 御 す る こ と に よ り 、 装 置 自 体
が 大 型 化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 こ の 場 合 は 、 誘 電 体 ３ を 樹 脂 か ら 構 成 し 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ を 樹 脂 に イ ン サ ー ト
成 型 す る 構 成 と し た の で 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ を イ ン サ ー ト 成 型 に よ り 誘 電 体 ３ に 適 切 に
固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 ２ 実 施 例 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例
と 同 一 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 し た 第 １ 実 施 例 は 、 誘 電 体 ３ が 樹 脂 か ら 構 成 さ れ 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ が イ ン サ ー ト
成 型 さ れ て 誘 電 体 ３ に 内 蔵 さ れ て い る も の で あ る が 、 こ れ に 対 し て 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、
誘 電 体 が セ ラ ミ ッ ク か ら 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
す な わ ち 、 ア ン テ ナ 装 置 １ １ に お い て 、 放 射 素 子 ２ は 、 セ ラ ミ ッ ク か ら な る 誘 電 体 １ ２ の
上 側 の 傾 斜 面 １ ２ ａ に 取 付 け ら れ て い る と 共 に 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 誘 電 体 １ ２ の 下
側 の 傾 斜 面 １ ２ ｂ に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 こ の 場 合 も 、 こ れ ら 放 射
素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 回 路 基 板 ５ に 対 し て 傾 斜 角 度 θ を 有 す る よ う に 誘 電
体 １ ２ で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 に 記 載 し た も の と 比 較 し
て 誘 電 体 １ ２ の 材 質 が 異 な る の み で あ り 、 ア ン テ ナ 装 置 １ １ に お い て 、 放 射 素 子 ２ と ア ン
テ ナ グ ラ ン ド ４ と を 回 路 基 板 ５ に 対 し て 傾 斜 角 度 θ を 有 す る よ う に 誘 電 体 １ ２ で 保 持 す る
構 成 と し た の で 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 に 記 載 し た も の と 同 様 に し て 、 部 品 点 数 が 増 大 す る
こ と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す る こ と が で き 、 し か も 、 こ の と き 、 傾 斜
角 度 θ を 任 意 に 制 御 す る こ と に よ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー ン の
最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 第 ３ 実 施 例 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 、 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ の 場 合 も 、
上 記 し た 第 １ 実 施 例 と 同 一 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。
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上 記 し た 第 １ 実 施 例 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ の み を
備 え て い る も の で あ る が 、 こ れ に 対 し て 、 こ の 第 ３ 実 施 例 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の
一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ に 加 え て 、 例 え ば Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作
用 す る 放 射 素 子 を も 備 え て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す な わ ち 、 ア ン テ ナ 装 置 ２ １ に お い て 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放
射 素 子 ２ は 、 誘 電 体 ２ ２ の 傾 斜 面 ２ ２ ａ に 取 付 け ら れ て お り 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 イ
ン サ ー ト 成 型 さ れ て 誘 電 体 ２ ２ に 内 蔵 さ れ て お り 、 放 射 素 子 ２ と 略 平 行 に 配 置 さ れ て い る
。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 こ の 場 合 も 、 こ れ ら 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、
回 路 基 板 ２ ３ に 対 し て 傾 斜 角 度 θ を 有 す る よ う に 誘 電 体 ２ ２ で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ ４ （ 本 発 明 で い う 他 の 放 射 素 子
） は 、 放 射 素 子 ２ と 同 様 に し て 面 状 に 形 成 さ れ て お り 、 誘 電 体 ２ ２ の 上 面 ２ ２ ｂ に 取 付 け
ら れ て い る 。 放 射 素 子 ２ に 電 力 を 供 給 す る た め の 給 電 ピ ン ８ は 、 回 路 基 板 ２ ３ に 形 成 さ れ
た 貫 通 穴 ２ ３ ｃ を 貫 通 し 、 そ の 端 部 ８ ａ が 回 路 基 板 ２ ３ の 裏 面 ２ ３ ｂ で は ん だ ９ に よ り 導
体 パ タ ー ン １ ０ に は ん だ 付 け さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 放 射 素 子 ２ ４ に 電 力
を 供 給 す る た め の 給 電 ピ ン ２ ５ は 、 回 路 基 板 ２ ３ に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 ２ ３ ｄ を 貫 通 し 、 そ
の 端 部 ２ ５ ａ が 回 路 基 板 ２ ３ の 裏 面 ２ ３ ｂ で は ん だ ２ ６ に よ り 導 体 パ タ ー ン ２ ７ に は ん だ
付 け さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
と こ ろ で 、 以 上 は 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ ４ を 備 え た
場 合 を 説 明 し た も の で あ る が 、 こ の 場 合 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る
放 射 素 子 ２ ４ に 代 え て 、 例 え ば Ｖ Ｉ Ｃ Ｓ の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 や 電 話
通 信 用 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 を 備 え る 構 成 で あ っ て も 良 く 、 ま た 、 こ
れ ら 複 数 の 放 射 素 子 を 同 時 に 備 え る 構 成 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 第 ３ 実 施 例 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 装 置 ２ １ に お い て 、 放 射 素 子 ２ と ア
ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と を 回 路 基 板 ２ ３ に 対 し て 傾 斜 角 度 θ を 有 す る よ う に 誘 電 体 ２ ２ で 保 持
す る 構 成 と し た の で 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 に 記 載 し た も の と 同 様 に し て 、 部 品 点 数 が 増 大
す る こ と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す る こ と が で き 、 し か も 、 こ の と き 、
傾 斜 角 度 θ を 任 意 に 制 御 す る こ と に よ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー
ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア
ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ に 加 え て 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て
作 用 す る 放 射 素 子 ２ ４ を も 一 体 に 備 え る 構 成 と し た の で 、 ア ン テ ナ 装 置 ２ １ を 多 機 能 化 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 第 ４ 実 施 例 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 上 記 し た
第 ３ 実 施 例 と 同 一 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。 上 記 し た
第 ３ 実 施 例 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ と Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機
の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ ４ と を 隣 接 し て 配 置 す る も の で あ る が 、 こ れ
に 対 し て 、 こ の 第 ４ 実 施 例 は 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 に
中 空 部 を 形 成 し 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 を Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機
の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 の 中 空 部 に 配 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
す な わ ち 、 ア ン テ ナ 装 置 ３ １ に お い て 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放
射 素 子 ３ ２ （ 本 発 明 で い う 他 の 放 射 素 子 ） は 、 中 空 部 ３ ２ ａ を 有 す る 形 状 と な っ て お り 、
誘 電 体 ３ ３ の 上 面 ３ ３ ｂ に 取 付 け ら れ て い る 。 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用
す る 放 射 素 子 ２ は 、 放 射 素 子 ３ ２ に 形 成 さ れ た 中 空 部 ３ ２ ａ に 配 置 さ れ 、 誘 電 体 ３ ３ の 傾
斜 面 ３ ３ ａ に 取 付 け ら れ て お り 、 ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 イ ン サ ー ト 成 型 さ れ て 誘 電 体 ３
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３ に 内 蔵 さ れ て お り 、 放 射 素 子 ２ と 略 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 こ
の 場 合 も 、 こ れ ら 放 射 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド ４ は 、 回 路 基 板 ３ ４ に 対 し て 傾 斜 角
度 θ を 有 す る よ う に 誘 電 体 ３ ３ で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
放 射 素 子 ２ に 電 力 を 供 給 す る た め の 給 電 ピ ン ８ は 、 回 路 基 板 ３ ４ に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 ３ ４
ｃ を 貫 通 し 、 そ の 端 部 ８ ａ が 回 路 基 板 ３ ４ の 裏 面 ３ ４ ｂ で は ん だ ９ に よ り 導 体 パ タ ー ン １
０ に は ん だ 付 け さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 放 射 素 子 ３ ２ に 電 力 を 供 給 す る た
め の 給 電 ピ ン ３ ５ は 、 回 路 基 板 ３ ４ に 形 成 さ れ た 貫 通 穴 ３ ４ ｄ を 貫 通 し 、 そ の 端 部 ３ ５ ａ
が 回 路 基 板 ３ ４ の 裏 面 ３ ４ ｂ で は ん だ ３ ６ に よ り 導 体 パ タ ー ン ３ ７ に は ん だ 付 け さ れ て 電
気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
尚 、 こ の 場 合 、 上 記 し た 第 ３ 実 施 例 で 説 明 し た Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用
す る 放 射 素 子 ２ ４ の 外 形 寸 法 （ 図 ４ お よ び 図 ５ 中 、 Ｌ １ に て 示 す ） と 、 こ の 第 ４ 実 施 例 で
説 明 し た Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ３ ２ の 外 形 寸 法 （ 図 ６ お
よ び 図 ７ 中 、 Ｌ ２ に て 示 す ） と は 同 一 で あ り 、 つ ま り 、 こ の 第 ４ 実 施 例 で は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載
器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ を 放 射 素 子 ３ ２ に 形 成 さ れ た 中 空 部 ３ ２ ａ
に 配 置 す る 分 、 上 記 し た 第 ３ 実 施 例 に 記 載 し た も の よ り も 、 装 置 自 体 を 小 型 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 第 ４ 実 施 例 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 装 置 ３ １ に お い て 、 放 射 素 子 ２ と ア
ン テ ナ グ ラ ン ド ４ と を 回 路 基 板 ３ ４ に 対 し て 傾 斜 角 度 θ を 有 す る よ う に 誘 電 体 ３ ３ で 保 持
す る 構 成 と し た の で 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 に 記 載 し た も の と 同 様 に し て 、 部 品 点 数 が 増 大
す る こ と や 取 付 作 業 が 複 雑 に な る こ と を 未 然 に 回 避 す る こ と が で き 、 し か も 、 こ の と き 、
傾 斜 角 度 θ を 任 意 に 制 御 す る こ と に よ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る こ と な く 、 指 向 性 パ タ ー
ン の 最 大 利 得 角 度 を 自 在 に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア
ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ に 加 え て 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て
作 用 す る 放 射 素 子 ３ ２ を も 一 体 に 備 え る 構 成 と し た の で 、 上 記 し た 第 ３ 実 施 例 に 記 載 し た
も の と 同 様 に し て 、 ア ン テ ナ 装 置 ３ １ を 多 機 能 化 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機
の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ３ ２ に 中 空 部 ３ ２ ａ を 形 成 し 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の
ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子 ２ を 中 空 部 ３ ２ ａ に 配 置 す る 構 成 と し た の で 、 装
置 自 体 を 小 型 化 す る こ と を も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ そ の 他 の 実 施 例 ）
本 発 明 は 、 上 記 し た 実 施 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 の よ う に 変 形 ま た は 拡 張
す る こ と が で き る 。
誘 電 体 は 、 樹 脂 や セ ラ ミ ッ ク か ら な る も の に 限 ら ず 、 他 の 材 質 か ら な る も の で あ っ て も 良
い 。
第 ３ 実 施 例 お よ び 第 ４ 実 施 例 に お い て 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放
射 素 子 が 取 付 け ら れ る 誘 電 体 と 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 の ア ン テ ナ の 一 部 と し て 作 用 す る 放 射 素 子
が 取 付 け ら れ る 誘 電 体 と が 別 体 の 構 成 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 縦 断 側 面 図
【 図 ２ 】 放 射 素 子 お よ び ア ン テ ナ グ ラ ン ド の 回 路 基 板 に 対 す る 傾 斜 角 度 と 、 指 向 性 パ タ ー
ン の 最 大 利 得 角 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 縦 断 側 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 縦 断 側 面 図
【 図 ５ 】 外 観 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 縦 断 側 面 図
【 図 ７ 】 図 ５ 相 当 図
【 符 号 の 説 明 】
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図 面 中 、 １ は ア ン テ ナ 装 置 、 ２ は 放 射 素 子 、 ３ は 誘 電 体 、 ４ は ア ン テ ナ グ ラ ン ド 、 ５ は 回
路 基 板 、 １ １ は ア ン テ ナ 装 置 、 １ ２ は 誘 電 体 、 ２ １ は ア ン テ ナ 装 置 、 ２ ２ は 誘 電 体 、 ２ ３
は 回 路 基 板 、 ２ ４ は 放 射 素 子 （ 他 の 放 射 素 子 ） 、 ３ １ は ア ン テ ナ 装 置 、 ３ ２ は 放 射 素 子 （
他 の 放 射 素 子 ） 、 ３ ３ は 誘 電 体 、 ３ ４ は 回 路 基 板 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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